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The Faroe Islands is a self-governing protectorate of Denmark in the North Atlantic. The Islands is 
well-known for its pilot whale drive/hunt called “grind”, the tradition which has continued since the Viking Age. 
The grind has a significance for the Faroese both as a means of livelihood and as a source of collective identity. 
But, owing to its bloody scenes and the seemingly “inhumane” killing method, the hunt has been the target of 
strong protests by international environmental and animal rights/welfare organizations for the last few decades. 
To make matters worse, scientists found that the meat and blubber of pilot whales contain a high level of mercury 
and PCB, which might negatively affect the health of a human body. This article examines how islanders have 
coped with the international protests and the contamination problem, after briefly looking at the history of the 
islands and its whaling tradition along with the hunting methods, the distribution of whale products and islands’ 





フェロー諸島は北緯 62 度、西経 6 度の大西洋上にあるデンマークの自治領である。地図で見ると、
アイスランド、スコットランド、ノルウェーのちょうど中間に位置する。18 の島々から構成され、総
面積は 1399 平方キロメートル。火山でできた土地は岩場が多く、冷涼な亜北極気候と相まって、農業
には不向きである。著者が 2015 年 9 月に調査のため島を訪れた際、空港から主都のトースハウンに向
かう幹線道路から仰ぎ見た山々には木が皆無であり、山並みには丈の低い草、フィヨルド独特の切り
立った断崖や浜辺の岩々にも苔類と低草が生えているだけだった。土地があまりにも痩せているため、















以下、Tom Nauerby著 『No Nation is an Island: Language, Culture, and National Identity in the Faroe 
Islands』 (1996) 、James Proctor 著 『Faroe Islands（3rd edition）』（2013）、フェロー政府の英文公式ホ



























る多額の補助金も島の経済を支えている。その額は 2013 年には 6 億 3,000 万デンマーク・クローネ（日
本円で約 95 億円）に上り、国内総生産の約 4％に相当する（Fielding, E. Davis Jr and Singleton 2015: 42）。 
フェロー諸島は独自の文化を育んできた。中核にあるのは、古ノルド語の流れを汲み、バイキング
の言葉に最も近いとされるフェロー語である。北欧語の一種であるが、デンマークから約 990 キロ、













3.1. 捕鯨の歴史と猟の概要  
ゴンドウクジラはハクジラ亜目マイルカ科に属する鯨類で、オスの場合には最大で全長 7 メートル、




付や場所、捕獲数などに関する統計は1584年から取られている（The Government of Faroe Islands 2016b）。
1641 年から 1708 年までなど記録が一部抜け落ちている時代もあるが、統計は全体的に極めて正確な
ものであり、島民は「野生動物の利用に関する継続的統計としては、おそらく世界最長」（同）と自慢
する。捕獲数は年によって増減が著しいが、平均で年間 800 頭程度である。1941 年のように 1 年間に
4,480 頭も捕れた年もあれば、2008 年のように捕獲数ゼロの年もある。もう少し長い目で見ても、1750
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年から 1795 年までのように 45 年間で 2,459 頭しか捕獲できなかった時期もあり、ゴンドウクジラ猟
が予見不可能な活動であることが分かる。フェロー島民にとって、クジラはまさに人知を超えた「天
















の変化に合わせて何度も改訂されており、最新の改訂は 2015 年に実施された。 
ゴンドウクジラ猟に関する最初の法規制の導入から 3 年後の 1835 年、フェロー諸島の捕鯨文化を
論じる上で重要な出来事があった。デンマークから派遣されていた総督、クリスチャン・プルエンに
よる捕鯨バラード（Grindavísa）の創作である（Nauerby 1996:147）。捕鯨バラードは現在でもフェロー
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島民がチェーンダンスを踊る際に歌われるほど島に根付いており、島民のアイデンティティにとって
大きな意味合いを持っている。19 世紀から 20 世紀にかけてフェロー島民の間で「国民意識」が高ま
り、フェロー語の正書法も考案される中で、生活の糧としてのゴンドウクジラ猟が単なる食料調達の
ための活動から文化的象徴としての色合いを帯びるようになっていく（Nauerby 1996；Joensen 2009）。 
現代のゴンドウクジラ猟は概ね次のような段取りで行なわれる（Ministry of Fisheries 2013; Fielding, E. 


























配される非商業ベースの捕鯨であること―などである。フェロー諸島では 1894 年から 1980 年代半ば
まで、ノルウェー人によって始められた商業捕鯨がナガスクジラやミンククジラなど大型のクジラを












の捕獲数、大きさ、価値を計測させた上で、肉と脂肪の配分を決める（Ministry of Fisheries 2013）。捕
獲数は鯨体の頭部にアラビア数字の通し番号をナイフで刻み付ける。クジラの価値は伝統的にスキン
（skinn）という単位で表される。1 スキンはおよそ鯨肉 38 キロ、脂肪 34 キロに相当する（Kerins 2010: 
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制に書かれているものであり、猟で特定の役割を果たした者の取り分について概ね次のように定めて
いる（Ministry of Fisheries 2013）5。 
 
・クジラの群れの発見者は、最大のクジラかそれと同価値の小さなクジラ数頭。 
・（盗難防止など）鯨体の監視役には 1 人当たり昼間の場合に 1/2 スキン、夜間の場合には 1 スキン、
ボート 1 艘に対して 1/2 スキン。 
・鯨体の計測者はクジラ 100 頭に対して 2 スキン、あるいは地区長官の裁量の取り分。 
・地区長官は捕獲高の 2％。 
・班長は捕獲高の 1％（班長が 4 人の場合、1 人当たり 0.25％）。 
・（ボートや器物の）損害の査定者は 1 人当たり 1 スキン、あるいは地区長官の裁量の取り分。 
・地区長官の補佐役は労働と責任に応じた取り分。 






















ビタミンA とビタミン B の貴重な補給源であり、鉄分と蛋白質、不飽和脂肪酸を豊富に含む良質な食





（Singleton 2016: 38）。 
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1985 年にも来島し、この時に撮影された追い込み猟の衝撃的な映像がイギリス内外に配信され、フェ
ロー諸島の名前が世界中に知れ渡ることになる。以後、世界動物保護協会（World Society for the 
Protection of Animals=WSPA）、クジラ・イルカ保護協会（Whale and Dolphin Conservation Society=WDCS、














シー・シェパードのフェロー諸島に対するキャンペーンは 1985 年と 1986 年に行なわれた後、しば
らく間を置いて 2000 年に再開され、2011 年に復活。2014 年から 2016 年まで 3 年続けて実施されてい
る (SSCS 2015; 2016)。中でも 2014 年のキャンペーンは大規模なものであり、「Grindstop 2014」と名付











大西洋における生息数は 1989 年度に約 78 万頭とされており（IWC 2016）、また、2007 年に実施され
た最近の調査でも、アイスランドからフェロー諸島にまたがる海域だけで約 12 万 8,000 頭が生息して
いるとされている（NAMMCO 2010）。それなのに、なぜフェロー諸島のゴンドウクジラ猟が環境保護
















































導できる」と話す (Olsen 2015)。もう 1 つ改良されたのが、クジラの延髄と動脈を切断するのに使わ
れるナイフ（spinal lance）である。形状はナイフというより小型の槍であり、ハンドルが２つ付いた
長さ 74 センチの棒の先端部が楕円に近い両刃の剣先になっている（NAMMCO 2014）。前述のオルセ
ンによれば、①ハンドル付きのため捕鯨者が怪我をすることがなく安全である、②瞬時にクジラを絶
命させることができる、③鯨体を何度も突いて傷付ける必要がなくなるため、肉質が良くなる―など
の利点があると言う（Olsen 2015）。改良型ナイフの使用は 2015 年 5 月から義務付けられている 
(Ministry of Foreign Affairs and Trade 2015)。 
  
          




改良型ナイフの使用と同時に義務付けられたのが、許可証（certificate）の所持である。2015 年 5 月
から島民は、ゴンドウクジラの解剖学的構造や改良型ナイフの使用方法などに関する約 2 時間の講習
































けた 528 人の島民の 77％が猟の継続を支持し、反対は 12％に留まった（Singleton 2016: 30）。また、
大学生など島の若者 225 人（回答者の平均年齢 18 歳）を対象にした実施された別の調査では、クジラ
の追い込み・浜辺への引き揚げ・屠殺など猟へ積極的に参加すると答えた者の割合は男性回答者の約
半分に上った（Fielding 2013: 12）10。 















かったのである（Weihe and Joensen 2012）。これを受けてフェロー政府は、島民に対して鯨肉の摂取を
週 1 回に抑えるとともに肝臓と腎臓の消費を控えるよう勧告した11。1980 年には、妊娠した女性は鯨
肉と脂肪の消費を制限するべきであるとの勧告も出された。その後の研究で、クジラの脂肪部分に
PCB や DDT などの有機塩素化合物が高濃度で蓄積されていることが分かった。このため 1998 年の勧
告はさらに厳しいものとなり、①鯨肉と脂肪の摂取を月 2 回以内に制限すること、②3 か月以内に妊
娠する予定か現在妊娠中、授乳中の女性は鯨肉を食べないこと、③肝臓と腎臓は一切食べないこと―
とされた（同）。最新の勧告は 2011 年 6 月に出されたもので、鯨肉と脂肪の摂取が月 1 回以内とさら
に厳しく制限されたほか、将来妊娠予定の女性は脂肪を全く摂取しないことが追加された（Faroese 
Food and Veterinary Authority 2011）。 
 鯨肉汚染の問題に当初から関わり、1984 年以来、子供と母親の延べ 2,300 人を対象にした大規模な健
康調査を主導してきたフェロー医務部長のパル・バイエによると、汚染の影響は免疫系や中枢神経系
にも及び、鯨肉摂取は高血圧や動脈硬化、パーキンソン病の進行などの影響をもたらすと言う（Chief 
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に予測するのは不可能であるとことわった上で、「2020 年には捕鯨は終わると思っていたが、シー・


















































                      注 
                                                        
1 フェロー諸島ではこのほか、バンドウイルカ、ハナジロカマイルカ、ネズミイルカなどの捕獲も許
可されているが、主眼はゴンドウクジラである。 
2 フェロー諸島は行政上 6 つの地区に分けられていて、各地区にデンマーク政府直属の長官（警察署
長）がいる。一方の班長は、追い込み猟が許可されている島内 23 か所の捕鯨指定地（猟に適した浜辺
や入り江）ごとに、猟の経験や知識などに基づいて地元住民から 4 人が選出される。任期は 5 年で、
15 歳以上が有資格者である（Joensen 2009; Kerins 2010; Fielding, Davis Jr and Singleton 2015）。 
3 法規制によって、地区長官は、猟の実施場所、クジラの種類と性別などに関するデータを猟から 3
日以内に政府とフェロー自然史博物館に報告することが義務付けられている（Ministry of Fisheries 
2013）。 
4 たとえば、6 つの地区のうち 2 地区（それぞれ 1 つの島を構成）では、猟の参加者への取り分はな












9 ゴンドウクジラ猟の許可証を受けた島民の数は2015年9月時点で2,230人に上っている（Olsen 2015）。 
10 同調査の実施年は残念ながら不明だが、論文発表の時期から推察すると、2010-11 年頃と見られる。 
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11 体重 70 キロの成人の場合、1 回の食事で摂取する鯨肉の量は 250 グラム、脂肪は 50 グラムと見積
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